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前からやってみたかった念願の野菜づくり
敷地の一角に家庭菜園をつくりました

　もともとマンションを建てた土地には、両

親の家と、自分たちの家、それに２つの小屋

がありました。敷地面積が410坪と広いため、

税金負担も大きい。それで、この広い土地の

いい活用法がないかと考え、将来的にはマン

ションを建てようと思っていました。一昨年、

マンションを建てた友達からの強い勧めもあ

り、今がその時期と思い、具体的にマンショ

ン建設に着手しました。子ども達は独立し手

が離れてはいますが、いいカタチでこの土地

を残してやれるのではと思っています。

　もともと農協に勤めていたこともあり、いろ

んな建築会社との付き合いがありました。その

中でも、多角的に見て一番信頼が置けるのはウ

エムラさんだと思っていたのでお願いすること

にしました。マンションを建てることに決めて

からは、周船寺や次郎丸などいろいろな物件を

見て歩きましたね。特に外観の色は、とても参

考になりました。建設中はご近所の方からも

「しっかりいいものが建っている」との評判で、

私も毎日のように見に行きました。また、この

辺りは一軒家が多いので、夜も明るく人の出入

りが多いマンションが建つと防犯にもなると喜

ばれたほどです。

　想像以上、100％以上の出来だと大変喜ん

でいます。私の足が悪いことから１階を自宅に

し、広々としたテラスを設けました。また駐車

場の一角には、念願の家庭菜園の畑をつくりま

した。希望者を募ってさつまいもを植える予定

です。この畑がコミュニティの場として機能し

てくれればと思います。また、私たちがペット

を飼っていますので、ペット可のマンションに。

おかげさまで竣工前には満室になりましたが入

居者の11軒中８軒はペットを飼われていまし

た。工事の際もご近所に協力要請をしていただ

いたりと、ウエムラさんには大変お世話になり、

心から感謝しています。

今回、マンションを建てることになった経緯は？ ウエムラ建設に決めた理由は何ですか？ できあがったマンションのご感想は？

物件名称：ステラ田隈
仕様：２LDK３戸、3LDK８戸、自宅
延床面積：860.18㎡
敷地面積：1354.61㎡
竣工：平成22年3月19日
住所：福岡市早良区田隈１丁目8-25
構造：鉄筋コンクリート造 3F建

齋藤 渉オーナー 様

築48年ほどの両親の家と昭和64年に建てられたという

齋藤さんのご自宅。　総敷地面積は410坪。家の老朽化に

伴い、もっとこの土地を有効活用したいとの想いから、マン

ションを建設しました。

齋藤様ご夫妻

★詳しいお問い合わせは各支店まで。電話番号は裏面をご覧下さい。

http://www.e-uemura.jp上村建設 http://www.e-jyuutaku.com住まいの宝箱

http://www.happy-house.co.jp賃貸物件をお探しの方は

素敵すまいる館285号

今年の夏はエアコンに頼らず、

環境にやさしくエコな方法で暑さ対策したいもの。

しかもエコはとっても経済的！

昔ながらの方法やちょっとした工夫で、

快適に過ごせる暑さ対策をご紹介します。

扇風機で空気を循環させる。
天井に向けて室内の熱気を拡散させる
と効果的です。ただし、扇風機に長時
間直接当たるのは避けましょう。

氷枕や冷却枕でぐっすり睡眠。
エアコンや扇風機を付けっぱなしで寝
ると身体がだるくなるので、氷枕や冷
却枕がおすすめです。 

通気性の良い薄着で過ごす。
通気性の良いものはもちろんですが、
大きめサイズを着ると衣服と肌との密
着が避けられ心地よく着られます。 

窓際やベランダに簾を付ける。 
西日などの直射日光を遮ることで、室
内の温度上昇を防ぐのに効果的。昔な
がらの簾は意外に優れもの。 

網戸にして風通しをよくする。 
空気が動くと涼しく感じられるので、
いかに室内の風の通り道を確保するか
が重要。騒音、防犯には要注意。

昔ながらの暮らしの知恵、打ち水。 
ベランダや庭に打ち水をしてみましょ
う。日中は避け、朝方や夕方に。風呂
の残り湯を使うと経済的です。 

保冷剤や冷たいタオルでひんやり。
保冷剤にタオルを巻き首回りにあてると、
意外なほど汗が引きスーっとします。
わきの下、足の付け根にも効果あり。 

こまめにシャワーを浴びる。
心身ともに不快感を解消するにはシャ
ワーを浴びたり、冷たいタオルで身体
を拭くなどリフレッシュしましょう。 

エコな
暑さ対策

『素敵すまい』の裏技満載！

『第237号透かして遮る「仕切り」アイテム』『第193号まめな換気で爽やかに過ごす』

『第190号涼しく見せるインテリア』『第178号「涼」を呼ぶ方法』もあわせてご覧ください。
バックナンバー


